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繰延税金負債の計上並びに 

2022年12月期通期連結累計期間の業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 
当社は、2022年12月期（2022年1月1日～2022年12月31日）において、下記のとおり繰延税金負債の計上

を行いましたので、お知らせいたします。また、2022年８月５日に公表いたしました2022年12月期通期連

結累計期間の連結業績予想と、本日公表の同期間における実績値に差異が生じましたので、併せてお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．繰延税金負債の計上について 

 当社は、当社グループ内の資金需要の適正化の観点から連結子会社の配当方針の見直しを行ったこと

から繰延税金負債を671百万円計上することといたしました。これにより、法人税等調整額を671百万円計

上いたしました。 

 

２．2022年12月期 通期連結業績予想と実績値の差異について 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 22,500 4,200 4,550 5,800 234.66 

実績値(B) 23,258 4,178 4,946 5,022 206.00 

増減額(B-A) 758 △22 396 △778  

増減率(%) 3.3％ △0.5％ 8.7％ △13.4％  
（参考）前期連結実績 

（2021年12月期） 21,358 3,380 3,940 2,817 110.65 

 

 

３．業績予想と実績との差異の理由 

 「1．繰延税金負債の計上について」に記載のとおり、法人税等調整額を計上したこと、並びに特別利益

に計上しております当社の連結子会社である昆山日セラ電子器材有限公司の収用補償金につきまして、業

績予想時点の為替相場より円高に推移したことから円換算金額が減少したことなどにより、前回発表予想

を下回ることとなりました。 

  

 

以上 


